
�

私
�
六
月
定
例
会
�
審
議
�
通
�
�
�
旧
県
立
図
書
館
跡
�
建
設
�
�
�
�
�

(

仮
称)

盛
岡
市
歴
史
文
化
施
設
�
対
�
�
大
�
�
疑
問
�
持
�
�
�
�
�

�

一
�
�
�
�
�
�
�
�
�(

�
�
�
�
杉)

�
伐
採
�
象
徴
�
�
�
市
民
�
声

�
聞
�
�
�
姿
勢
�
�
�
一
�
�
公
平
�
言
�
�
�
入
札
�
方
法
�
�
�
�
�
�
�

(1) 市民会議ニュース　No.48

いせ志穂 

盛岡市議会議員

（　     　  ）所属会派

改革・みらい

事務所　　　　〒 020-0133　盛岡市青山３丁目２９－４
電話・ＦＡＸ　０１９－６４５－８５１０
http://ise.nahan.jp/    E-mail:ise@nahan.jp

発行　市民会議 2009 年 6 月　

納
得
�
�
�
�
�
�
旧
県
立
図
書
館

(
仮
称)

盛
岡
市
歴
史
文
化
施
設
計
画

市
民
の
意
見
を
聞
く
前
に
伐
採

　

旧
県
立
図
書
館
を
歴
史
文
化
施
設
に

改
修
す
る
た
め
、
敷
地
内
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

シ
ー
ダ
を
伐
採
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ

た
の
は
先
月
末
の
こ
と
。
そ
の
後
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
反
対
の
声
を
上
げ
た

の
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
と
お
り
で
す
。

　

し
か
し
盛
岡
市
は
六
月
三
日
に
急
遽

現
地
説
明
会
を
開
い
た
だ
け
で
、
数
日

後
に
は
市
民
か
ら
の
提
案
を
検
討
も
せ

ず
建
物
の
東
側
一
五
本
を
伐
採
。
む
な

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
谷
藤
市
長
は
就
任
当
時
か

ら
「
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
公

言
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
歴
史
文
化

施
設
に
つ
い
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
実
施
前
に
市
民
の
意
見
を
聞
き
、

事
業
に
反
映
さ
せ
る
制
度
）
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
伐
採
を
遅

ら
せ
て
再
検
討
す
る
べ
き
で
す
。

　

行
政
に
都
合
の
良
い
こ
と
は
聞
く
け

れ
ど
都
合
の
悪
い
こ
と
は
聞
か
な
い
の

は
市
民
参
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

の
意
見
を
事
業
に
活
か
し
て
い
く
ル
ー

ル
（
市
民
参
加
条
例
な
ど
）
の
制
定
が

必
要
で
す
。

特
定
の
業
者
が
有
利
な
入
札

　

今
議
会
で
は
同
施
設
の
展
示
政
策
業

務
の
請
負
契
約
締
結
が
盛
友
会
、
市
民

連
合
、
新
盛
同
志
会
、
公
明
党
な
ど
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
入

札
が
非
常
に
お
か
し
い
も
の
で
し
た
。

　

約
四
億
二
五
〇
〇
万
円
で
落
札
さ
れ

た
の
で
す
が
（
指
名
競
争
入
札
）
落
札

し
た
会
社
は
同
施
設
の
基
本
設
計
を
行

い
展
示
室
の
見
積
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
会
社
が
設
計
を
行
っ
た
の
で

あ
れ
ば
一
番
落
札
し
や
す
い
金
額
を
投

票
で
き
て
当
た
り
前
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
市
は
こ
の
会
社
を
指
名
業
者
か

ら
外
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
一
階
と
二
階
は
用
途

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
請
負
契
約
を

二
つ
に
分
け
、
予
定
価
格
を
小
さ
く
す

れ
ば
県
内
業
者
も
入
札
に
参
加
で
き
た

は
ず
で
す
が
、
そ
の
様
な
検
討
も
行
わ

れ
た
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
百
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ
る
不
景

気
の
中
で
地
元
業
者
に
配
慮
し
な
い
ば

か
り
か
、
不
公
正
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

の
な
い
入
札
方
法
を
行
う
、
こ
の
様
な

や
り
方
を
改
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。



(2)市民会議ニュース　No.48

官
僚
支
配
�
�
�
�
�
�

景
気
回
復
�
�
�
�
予
算
�
�

�

百
年
�
一
度
�
言
�
�
�
大
不
況
�
中
�
政
府
�
景
気
回
復
�
�
�
�
言
�
名

目
�
大
型
�
補
正
予
算
�
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
内
容
�
�
一
部
�
官
僚

�
業
界
団
体
�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
事
業
�
数
多
�
含
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
総
選
挙
�
特
定
�
人
�
�
�
�
�
利
�
�
政
治
�
�
�
�
�
�
�
�
�

多
�
�
国
民
�
�
�
�
景
気
回
復
�
実
現
�
�
�
�
�
�

補
正
予
算
の
二
割
が

天
下
り
先
へ
の
支
出

　　

五
月
八
日
の
朝
刊
に
よ
れ
ば
、
政
府

が
国
会
に
提
出
し
た
〇
九
年
度
補
正
予

算
の
総
額
一
四
兆
七
〇
〇
〇
億
円
の
二

割
ち
か
く
二
兆
八
五
〇
〇
億
円
余
り
が

国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
の
天
下
り
先
に
支
出

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
民
主
党
の

資
料
請
求
に
対
す
る
政
府
の
回
答
で
分

か
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
案
は
、
住
宅
・
不
動
産
事

業
者
に
資
金
支
援
を
行
う
住
宅
金
融

支
援
機
構
な
ど
、
天
下
り
先
と
な
っ

て
い
る
四
九
の
独
立
行
政
法
人
に
計

一
兆
五
六
一
〇
億
円
、
雇
用
対
策
を

実
施
す
る
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

な
ど
、
天
下
り
先
の
公
益
法
人
に
も
、

計
一
兆
二
九
四
四
億
円
を
支
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

民
主
党
に
よ
れ
ば
四
九
の
独
立
行

政
法
人
に
は
、
昨
年
四
月
現
在
で
計

三
八
九
人
の
国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
在

籍
。
公
益
法
人
に
も
集
計
可
能
な
分

だ
け
で
一
七
〇
人
を
越
え
る
国
家
公

務
員
Ｏ
Ｂ
が
再
就
職
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

公
益
法
人
は
宴
会
に
税
金
を
使
い

か
た
や
母
子
加
算
は
廃
止

　

五
月
十
八
日
放
送
の
ス
ー
パ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ
で
は
驚
く
べ
き
事
実
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
述
の
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
は

各
都
道
府
県
に
地
方
協
会
が
あ
る
厚
労

省
所
管
の
特
別
民
間
法
人
で
す
が
、
こ

の
う
ち
中
央
と
八
県
に
つ
い
て
会
計
検

査
院
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
す
べ
て
の
場

所
で
お
か
し
な
支
出
が
見
つ
か
っ
た
と

い
う
の
で
す
。

　

例
え
ば
福
井
県
の
協
会
で
は
、
四
年

間
の
宴
会
と
二
次
会
に
九
九
〇
万
円
を

費
や
し
て
い
ま
す
。
記
念
品
な
ど
を
含

め
る
と
一
五
八
五
万
円
。

　

今
回
の
補
正
予
算
案
で
は
、
雇
用
促

進
や
社
会
保
障
の
基
金
を
作
る
と
し
て

こ
の
協
会
に
七
〇
〇
〇
億
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
何

を
や
る
の
か
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

税
金
の
垂
れ
流
し
を
天
下
り
法
人
が

し
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
か
た
や

政
府
は
「
骨
太
の
方
針
」
に
そ
っ
て
、

福
祉
関
連
予
算
を
毎
年
二
二
〇
〇
億

％



(3) 市民会議ニュース　No.48

【お手伝いください】
　いせ志穂事務所と市民会議はボランティアとカンパで運営されていま
す。このニュースを知人に見せてください。ポスティングなどお手伝い
いただける方は、ぜひご協力をお願いします。

【カンパのお願い】
　私たちの生活を考えると国政を変えなければならないと思い、きたる総選挙での
与野党逆転目指して、ボランティア選挙で闘う野党や無所属候補を勝手連的に支援
しています。昨年末から始まった世界恐慌の中、大変心苦しいお願いですがカンパ
へのご協力もよろしくお願いします。
　郵便振替口座　02230-8-52327　伊勢志穂

円
ず
つ
削
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
今
年
度
か
ら
生
活
保

護
を
受
け
る
一
人
親
家
庭
に
支
給
さ
れ

て
い
た
母
子
加
算
が
全
面
廃
止
さ
れ
、

高
校
進
学
の
断
念
な
ど
深
刻
な
影
響
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

企
業
の
業
績
悪
化
に
よ
り
、
失
業
・

減
俸
が
続
い
て
い
る
中
で
、
社
会
保
障

の
切
り
捨
て
を
行
い
な
が
ら
、
一
部
の

官
僚
の
利
益
は
死
守
し
て
い
く
、
こ
の

よ
う
な
や
り
方
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
エ
コ
カ
�
減
税
と

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
不
思
議

　

環
境
政
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
エ
コ

カ
ー
減
税
と
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
す

が
、
買
い
換
え
が
本
当
に
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
す
と
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

　
「
あ
れ
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
環
境
保
護
）

じ
ゃ
な
く
て
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
経
済
）
の

た
め
」
と
い
う
発
言
を
耳
に
し
ま
し
た

が
、
果
た
し
て
景
気
の
た
め
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

エ
コ
カ
ー
減
税
の
追
い
風
も
あ
っ
て

か
、
５
月
の
国
内
新
車
販
売
台
数
ラ

ン
キ
ン
グ
（
軽
自
動
車
除
く
）
に
よ

れ
ば
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
プ
リ
ウ
ス
が

１
万
９
１
５
台
と
な
り
、
初
の
首
位
に

立
っ
た
そ
う
で
す
。あ
ま
り
の
人
気
に
、

今
申
し
込
ん
で
も
納
車
は
半
年
以
降
に

な
る
と
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
会
社
が
昨
年
末
に
大

量
に
解
雇
し
た
臨
時
や
派
遣
労
働
者
を

再
び
雇
用
し
た
と
い
う
話
は
聞
き
ま
せ

ん
。「
環
境
保
護
」
施
策
で
い
く
ら
後

押
し
を
し
て
も
、
今
ま
で
日
本
の
主
要

産
業
で
あ
っ
た
自
動
車
・
家
電
部
門
が

再
び
景
気
振
興
の
主
力
に
な
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

産
業
構
造
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
政
府

は
こ
れ
に
関
し
て
全
く
の
無
策
で
す
。

株
式
な
ど
の
投
機
経
済
の
規
制
と

格
差
是
正
に
よ
る
内
需
喚
起
を

　

国
民
の
生
活
を
守
り
、
こ
の
恐
慌
か

ら
出
来
る
だ
け
早
く
抜
け
出
す
た
め
に

政
府
が
と
る
べ
き
方
針
は
次
の
こ
と
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

①
株
式
取
引
な
ど
へ
の
減
税
の
廃
止

　

所
得
税
の
累
進
課
税
の
徹
底

　

世
界
的
恐
慌
の
中
で
輸
出
産
業
の
伸

び
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
内
需
拡
大
の
た

め
に
所
得
の
多
い
層
に
対
し
て
あ
る
程

度
の
負
担
を
お
願
い
す
る
べ
き
で
す
。

②
銀
行
か
ら
金
融
部
門
を
分
離
す
る　

　

銀
行
の
融
資
方
針
が
株
式
取
引
な
ど

の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
結
果
に
引
き
ず
ら

れ
る
こ
と
で
、
貸
し
渋
り
や
貸
し
剥
が

し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
中
小
零
細

企
業
が
不
労
所
得
者
の
犠
牲
に
な
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
国
内
で
消
費
す
る
産
業
へ
の
テ
コ
入
れ

　

雇
用
対
策
に
お
い
て
は
、
介
護
や
保

育
、
看
護
な
ど
人
手
が
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
産
業
や
農
林
水
産
業
の
よ
う
に
国
内

の
消
費
を
主
と
す
る
産
業
に
お
い
て
仕

事
を
作
り
出
す
の
が
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
産
業
が
人
手
不
足
な
の

は
、
そ
の
労
働
に
対
し
て
賃
金
が
安
す

ぎ
る
か
ら
で
す
。
産
業
育
成
の
た
め
に

賃
金
保
証
も
含
め
て
税
を
投
入
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

官
僚
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
た
め

総
選
挙
で
の
政
権
交
代
を

　

国
民
の
生
活
に
税
金
を
使
え
る
政
治

に
変
え
る
た
め
に
は
、
既
得
権
に
し
が

み
つ
く
官
僚
の
政
治
支
配
を
終
わ
ら
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
市
民
の
選
挙
へ
の
参
加
に
よ
っ

て
政
権
交
代
を
実
現
し
、
国
民
の
た
め

の
経
済
施
策
を
行
わ
せ
ま
し
ょ
う
。　
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今
回
の
会
派
再
編
の
発
端
は
前
議
長

が
一
身
上
の
都
合
で
辞
任
を
表
明
し
た

こ
と
で
し
た
。
一
部
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
辞
職
は
二
年
前
の
就
任
時
か

ら
約
束
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
議
長

が
四
年
の
任
期
を
務
め
ず
に
交
代
し
て

い
く
と
い
う
の
は
「
ポ
ス
ト
の
た
ら
い

回
し
で
は
な
い
か
」
と
全
国
的
に
も
批

判
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

当
時
の
第
二
会
派
（
市
民
連
合
）
に

所
属
し
て
い
た
千
葉
健
一
議
員
が
こ
れ

に
反
発
。
市
民
連
合
を
離
脱
し
、
吉
田

久
孝
議
員
と
無
所
属
ク
ラ
ブ
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。
か
ね
て
か

ら
市
議
会
の
民
主
的
運
営
に
つ
い
て
考

え
の
近
か
っ
た
吉
田
議
員
か
ら
改
革
の

メ
ン
バ
ー
に
相
談
が
あ
り
、
対
等
合
併

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
議
会
は
会
派
外
議
員
に
も
発

言
の
機
会
を
保
障
す
る
な
ど
民
主
的
な

方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、
特

定
の
会
派
の
人
た
ち
し
か
正
副
委
員
長

職
に
就
け
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
れ
で

は
様
々
な
人
が
経
験
を
積
む
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
議
会
の
活
性
化

の
た
め
に
す
べ
て
の
会
派
に
そ
の
機
会

を
与
え
る
様
、議
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
民
主
的
な
議
会
運
営

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
改
革
・
み
ら
い　

メ
ン
バ
ー
】

鈴
木
一
夫
、
千
葉
健
一
、
高
橋
司
、
吉
田
久
孝
、

藤
川
智
美
、
鈴
木
俊
祐
、
伊
勢
志
穂

映画上映会のお知らせ

　盛岡市の「みちのくみどり学園」に 4ヶ月
の合宿撮影をしたドキュメンタリー映画「葦
牙（あしかび）」が、全国に先駆けて公開され
ます。スタッフは昨年公開され各方面で絶賛
された「いのちの作法」の面々。
　私も試写を（途中からですが）見させてい
ただきましたが、児童虐待から立ち上がろう
とする子ども達や家族、それを支える教官の
姿から「春に芽吹く葦の若芽＝葦牙」のよう
な生命の力強さを感じました。
　ぜひ、ご覧いただければと思います。

チケットはいせ事務所で取り扱っています。

会派名 人数

盛友会 17

改革 ・みらい 7

市民連合 6

新盛同志会 5

日本共産党

盛岡市議会議員団
5

公明党 2

新しい会派構成

2009 年 7 月 11 日（土）
岩手教育会館ホール
午前の部 10:00 ～　午後の部 14:00 ～
　　　　　　　（いずれも 30 分前開場）
　大人前売　1000 円（当日 1200 円）
　小中学生　 500 円


